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An  inferred structure.of  the basernent rocks  under  the Sangun-Chugoku  belt

       in West  Japan : with  reference  to re-examillation  oi  xenoliths

                  in the Daisen-Aono volcanic  group

                         Terukazu  NuREKE*

Abstract Xenoliths in hornblende- and  biotite-hornblende andesite  oi  the Daisen-Aono

volcanic  group,  especially  those found  from Mitake-zan (Mt. Mitake), were  re-examined.

  In the light of our  knowledge of xenoliths  found from Cenozoic volcanic  rocks  in West
Japan, two  groups  of the basement rocks  were  inferred to be laid under  the upper

Palaeozoic terrane  of the Sangun-Chugoku belt, The one  is called  A-group and  the other

B-group. The A-group is charaeterized  by association  of granulite with  norite  and/or

neritic  gabbro, and  the B-group is chracterized  by association  of  gneissic rocks  with

biotite or  hornblende-biotite gabbro.  The  A-group is perhaps  lacking in granite, while

the B-group is accompanied  with  granitic rocks,

  The  areas  onto  which  the calc-alkalic  basalt of the San-in series  and  the calc-alkalic

andesite  of the Setouchi series  were  erupted  belong to the A-group.  The  whole  of the
Ryoke granites terrane  would  belong to the A-group area,  because the Ryoke granites are

often  closely  accompanied  with  norite  or  noritic  gabbro which  weuld  correspond  to the

gabbroic  rocks  of the A-group. On  the other  hand, the 3eOM380 Ma  metamorphic  and

gabbroic  rocks  which  are  often  associated  with  the Sangun crysta!line  schist  and!or  the

Yakune  complex  have characters  of  rocks  of the B-group. The  Yakuno  complex  itself be-

long probably to the B-group. Thus, the rocks  of  the Sangun-Chugoku belt and  prob-

ably  of the Tamba  belt seem  to be chiefly  laid on  the B-group besernent rocks  ; especially

the Sangun crystalline  schists  appear  within  limit of the area  on  the B-group. The
Daisen-Aono volcanic  group  was  erupted  on  the B-group area,  An  inferred distribution

of  the basement rocks  is shown  in Fig. 7.

  SAsAKi et al, (1970) showed  two models  of crustal structure of East Chugeku, Model 1

and  Model 2,  which  were  given by the explosion  seismologic  observation  in the

Kurayoshi-Hanabusa  area,  If Mode! 1 is more  likely than Model 2 and  is applied  for

the whole  West  Japan, the crust  of West  Japan would  be composed  of  3-layers defined  by

velocity  of  the P-waves;5.5  kmfs, 6.1 kmfs  and  6.7 kmls. The  boundary  between the

6.1 kmfs  and  6.7 kmls  layers wa's  iound about  11 km  in depth. The 6.1 km/s layer
would  be mainly  composed  of  the batholithic Cretaceous-Tertiary granites with  sub-

ordinate  amount  of the basement recks  of  the A- and  B-groups. The  upper  part of the

6.7 kmls  layer would  be occupied  by the basement rocks  of  both groups,  and  the lower

part of  the layer generally  by basic and  ultrabasic  igneous rocks.  The  basement rocks

of  the A-group would  be juxtaposed with  those of  the B-group.

'
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は　 じ　 め　 に

　中国地方西部 に は 第 四紀の 玄武岩ない し安山岩か

らなる，多数 の ス コ リア 丘，溶岩台地，溶岩円頂丘

などが 認 め られ る ．こ れ らの 火 山岩類 の 分布は い ず

れも小規模で，隣接 して い るが，それ らの化学組成

は 変化 に富 む こ とが知 られ て い る （倉沢 ・高橋 ，

1960；倉沢，1965，1984；鷹村，1973）．こ の 火山岩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 だ い せ ん 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 さん ぺ

類 の うち ， 東 の 鳥取県大 山か ら西 へ ，島根県の 三 瓶
ざん　　　　　　　　　　　　　　　　み た け ざ ん 　　 し くまだ け

山，青野 山， 山口 県 の 金峰山 ， 四熊岳 を経 て ， さら
　 　 　 　 　 ゆ ふ だけ 　 つ る み だけ

に大分県の 由布岳，鶴 見岳へ と続 く安山岩類は，
“

大

山系
”
あ るい は

“
大山

一
青野 山系

”
安山岩類と呼ばれ

て い る，

　 こ れら第四紀の 火 山岩類か らは，し ば し ば捕獲岩

類が多数見い だされて，早 くか ら研究 されて きて い

る （種子田
・山口，195011倉沢ほ か，1961；KARAKIDA，

　　　　　　　　　 　
1963；KoJIMA　et　 at．，1967；MuRAKAMI， 1975；村上，

1979；小 屋 口 ・
藤井 ，

1981）．MuRAKAM ［（1975）， 村

上 （1979）は と くに玄武岩中の捕獲岩類の詳 しい 岩石

記 載を行 い
， 地下 の 基盤岩類 の 地質を論 じて い る．

しか し，大山一青野火山群中の捕獲岩類の岩石学的

研 究 は まだあまり進 ん で い ない ．

　本報告で は
， まず， 大山一青野火山群か ら発見 さ

れ た捕獲岩類 を簡単に記載する．次 に，中国
・四 国

地 方から報告 された萩生代火山岩中 の捕獲岩類，お

よ び構造帯そ の 他か ら産出が報告され た
“
基盤岩類

’：
t

など に関する知識を まとめ て ，三 郡一中国帯の 基盤

岩 類 の 構造 を推定 して み る ，

　謝辞 ：こ の研究の 過程で ，山口大学の西村祐二 郎

教授 に徳山金峰山 の 調査 を御協力 い ただ き，岡山大

学 の 浅見 正雄 ・臼井 まゆみ両氏 に鉱物 の EPMA 分

析 をお願い した．上記の 方 々 に厚 くお礼申しあげる．

　 中国地方西 部の 第四紀火山岩類の化学組成

　当地域の 第四紀火山岩類は，化学組成 の うえで，

ア ル カ リ岩系 玄武岩，ソ レ ア イ ト質岩系玄武岩，カ

ル ク ・ア ル カ リ岩系玄武岩〜安山岩に分け ら れ て い

る （倉沢 ・高橋，1960；倉沢，1984；鷹村 ，1973）．

こ れ らの うち ，
ソ レ ア イ ト質岩系玄武岩 は 山 口 県北

部に わずか に 産出する だけで ， 他 の 2系列 の 火山岩

が 圧 倒的に多 く産出して い る．と くに基盤岩類起源

と考えられ る捕獲岩類 を含 む の は ，
カ ル ク ・ア ル カ

リ岩系火山岩類に 限 られる （倉沢ほか，1961；倉沢，

1965）．

　山 口 県下で は ， カル ク ・ア ル カ リ岩系火山岩類の

うち，阿武郡地区に多 く分布する玄武岩類 と，大山

一
青野火 山群 に属する安 山岩類が 互 い に 離れ て 分布

（Fig，1）して い る の で
， 相互 の 地質学的関係はよ く

わか っ て い ない ．

　こ の 報文で は，大酔 青野火 山群 の うち，青野火
　 　 　 せん ：

’
くだけ　　 み た け ざ ん

山群，千石岳 ，
金峰山な ど の 安 山岩 と捕獲岩に関係

する の で ，こ れ らの 安山岩の化学的特徴を簡単に紹

介して お く．

　青野火山群に は地倉山，青野 山 ， 雲井峰，三原山

をは じめ 大小 10 の 火山が含 まれ て お り，ま た
， 千

石岳，金峰山付近に も円山 ほ か数個 の 火 山が集 まっ

て い る．こ れ らの 山 は い ずれ も溶岩円頂 丘 を なす火

山 （倉沢 ，
1965

，
1984）とい われ て い る，育野火山群，

千石岳，円山など は角閃石安山岩か らな り， 金峰山

は黒雲母
一
角閃石安 山岩 一黒雲母

一
角閃石一

石英安山

岩か らな っ て い る．

　倉沢（1965）は，化学組成の うえで ，青野火山群 と

金峰山の安山岩類は 1 つ の グル
ー

プ をな し，千石岳

と四熊岳が他 の グ ル ープをなす こ とを示 した ，前の

グ ル ー
プ は後 の グ ル

ー
プに比 べ て ，Na20＋ K20 に

乏 し く，
K20 ／Na20 比 が低 い 特徴 が あ る．さ らに

，

倉沢 （1984）は各火 山の 岩石の
87Sr

／
86Sr

比 に つ い て，

大 山
一
青 野火山群 の 中で も， 大 山 と三瓶 山の 安山岩

は O．7049− O．7052で ある が，青野火山群は 0．7035
− O．7039 と低 く，こ の 値 は山 陰西 部 の 他 の グ ル ー

プ の カ ル ク
・ア ル カ リ岩系 岩石 の 値 （0．7038　

−

0．7046）に 比 べ て も低 い こ とを見い だ し た．そ の た

め ， 以前は 中国地方西部 の 第四系カ ル ク ・ア ル カリ

岩系火 山岩類 の 初源マ グ マ は，ア ル カ リ岩系玄武岩

マ グ マ と地殻 物 質 と の 混 成作用 に よ っ て 生成 され

た，と考え られた （倉沢 ・高橋，1960）が ，今で は こ

の よ うな単純 な図式は見直 さざ る をえな くな っ た

（倉沢，1984）．大山一青野火山群 の 初源 マ グマ の 成

因は まだ うま く説明さ れ て い ない ．

大山一青野火山群中の捕獲岩類

　結論 的には，筆者は こ の たび の調査 で ，従来発見

さ れ た 捕獲岩類 を再確認 した こ と に な る の で
，

以 下

の 記述 は必要 と考え られる範囲 に とどめ る．

　 1．青野火山群の捕獲岩類

　青野火 山群 の 安 山岩 （母岩〉， 捕獲結晶 ， 捕獲岩 な

どはすで に種子田 ・山口 （1950），KARAKIDA（1963），

倉沢 （1965）に よ っ て報告さ れ て い る．
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　青野 火山群 は 島根県西端 に 分布 し，中国帯 の 堆積

岩類 ，
こ れ を貫 く中生代 の 石英閃緑岩や．流紋岩な ど

を基盤 として い る．青野火山群の うち，青野山，地

倉山，雲井峰，小青野山，大蔭山東方の 無名丘な ど

を調査 し，前 3者 か ら捕獲岩類 を見い だ した が ， 他

の 山か ら は珪長質捕獲i結晶 を見 い だ し た に過 ぎな

い ．捕獲岩片 はい ずれ も小 さく，断面 は角 ば っ た も

の が多く， 大 きさは 3 × 5   くらい まで で あっ た ．

　青野火 山群 の 岩石 は角閃石安山岩で ，極 めて 均質

に見え る．斑 晶は 斜 長石 （An50 −70）と ホ ル ン ブ レ ン

ド（Z
’＝黄褐色）か らなる．斜長石 の大型結晶は捕獲

結晶と思われ る （種子田 ・山口，1950）．ホ ル ン ブ レ

ン ドは長柱状で 10m  に達す る もの が あり， しば し

ば 累帯構造が 発達し，また結晶周縁が オ パ サ イ ト化

されて い る．石英の捕獲結晶も認め られる．種子 田 ・

山口 （1950）は捕獲岩類 と して
， 石英閃緑岩質岩 ， 花

崗岩質岩 ，
ホ ル ン フ ェ ル ス様岩，輝緑岩様岩 ， 輝緑

岩様同源捕獲岩 を記述 して い る．次 に筆者の 調査結

果を付記する，

　 1 ）青野山南斜面

　南斜面 の安山岩 は捕獲 岩に乏 しく， 砂岩質ホ ル ン

フ ェ ル ス
， 花崗岩，角閃石閃緑岩な どの 細片が数個

見い だされた に過 ぎない ．ホ ル ン フ ェ ル ス 中 の 黒雲

母は著 しくオ パ サ イ ト化 され て い る．花崗岩片は2

× 5× 7mm の 直方体 に近 く，石英，カ リ ウ ム 長石，

斜長石，鉄鉱か らな り，有色鉱物種は不 明で あ る．

角閃石閃緑岩は細 粒 ・等粒状 で
， 斜長石 （粒径 O．3

−−O．5mm＞の 累帯構造はほ とん ど認 め られな い ．斜

長石 は 中性長石 （2Vz − 80
°
）， 角閃石 は Z

’
＝ ＝ 黄褐色

の ホル ン ブ レ ン ドで，鏡下 で は母岩の角閃石に よ く

似 て い る．燐灰石が多 く含まれ る．こ の 捕獲岩 は 変

成岩か も しれない ．

　 2 ）地倉 山南斜面

　 い ずれ も細片で はある が，多数 の 捕獲岩が採取 さ

れ た．細片の ため造岩鉱物 の モ
ー

ド組成分析は行 っ

て い な い が，角閃石輝緑岩，黒雲母一石英閃緑岩質

岩 ， 黒雲母
一角閃石

一石英閃緑岩質岩 ，トーナ ル 岩質

岩などに分類される．

　角閃石輝緑岩 は ホ ル ン ブ レ ン ド（Z
’

＝ 褐色
〜

黄褐

色）と斜長石 を主 とする基 質部 と斜長石斑 晶 か ら な

る．しば し ば角閃石斑晶も認 め られ る．基質部 の 両

鉱物 はと もに長柱状 の 自形
〜半自形の 結晶で ある

が，角閃石 の オパ サ イ ト化が著 しく，多量 の 鉄鉱が

生 じて い る．斜長石斑 晶 は 二次変質が 著 しい ．
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Fig．　玉．　Distribution　of　the　Cenozoic　volcanic 　rocks

in　the　western 　part　of　Saゴ in　region 、

1 ：Chikura・yama ，　2 ：Aono ．yama ，　3 ：Kumol ．min6 ，
4 ：Maru ・yama ，　5 ：Mitake・zah ，　 6 ；SengQku．dake，
71Uta ・jima，　 8 ：Katamata，　 9 ：HDrikoshi，　 10 ；

Tsurue．dai．

　黒 雲母一石英閃緑岩質岩はお もに自形 一半 自形 の

斜長石 （長径 O ．5〜O ．7mm ）と少量 の 石英か らなる基

質部に ， やや斑状の黒雲母 と斜長石（長径 1．0− 1．5

mm ）が認め られ る．少量 の 斑状単斜輝石 （Z
’＝・7炎緑色）

も含まれるが ， 黒雲母 よ りも強 くオ パ サ イ ト化され

て い る．斜長石に は累帯構 造が著 しく発達し，黒雲

母の周縁部はオパ サイ ト化 し，微細な 鉄鉱，斜方輝

石，単斜輝石の集合 に変 わ っ て い る．斜長石 と石英

の 境界は 常 に 幅約 O．02mm の ガ ラ ス で 埋 め られ て い

る．

　黒雲母 ト
ー

ナ ル岩質岩は粗粒岩 で 斜長石 の 長径 は

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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2．5− 3mm
， 石英粒 も大 きい ．斜長石 の 累帯構造 が

著 しく発達 し，石英は波動消光する．黒雲母の オ パ

サ イ ト化は 弱 い ．

　黒雲母
一角閃石

一
石英閃緑岩質岩 は中粒 ，等粒状組

織 を示す．角閃石 は Z
’
　・＝ 黄褐色 の ホ ル ン ブ レ ン ド

で ， 黒雲母 に比 べ て はるか に多量，かつ ，よ り強 く

オ パ サイ ト化され て い る、斜長石 の 累帯構造 は著 し

く，石英 との 境界部は ガ ラ ス で 埋 め られ て い る．

　 3 ） 雲井峰 の 東南端部

　古 い 石切場か ら10数個 の 小 さい 捕獲岩を採取 し

た．捕獲岩は 2種 の角閃石安山岩に分けられ， 1 つ

は 斑晶 の 斜長石 と ホ ル ン ブ レ ン ドが母岩 よりも少 し

粗粒で ，他は細粒で ある．後者は優黒質に見え る．

捕獲 岩中 の ホ ル ン ブ レ ン ドと母岩中の もの の 鏡下 に

お ける性質は，ほ とん ど同 じで ある．倉沢 （1965）は

上記の ほかに，石英閃緑岩質岩，花崗岩質岩，ホ ル

ン フ ェ ル ス 様岩 ， 輝緑岩な ど を発見 して い る．

　 2 ．円山と千石岳の 捕獲岩類
　 　 　 　 　 　 　 つ の ぐん か の ちよう

　円山は山 口県都濃郡鹿野町北部に あ る小 さな溶岩

円頂 丘 で
， 白亜 紀 の 溶結凝灰 岩層 （周南層群）を 貫 い

て い る．千石岳は鹿野町西南端の，徳地町，南陽町

との 3 町境界 に またが る 火山 で
，

三 郡帯 を貫 く溶岩

円頂丘 で ある．溶岩 は い ずれ も同種の 角閃石安山岩

で あり， 黒雲母 が含 まれ る こ とが ある．斑 晶は角閃

石の み で ，斜長石 はほ とんど認められ ない 、角閃石

は ホ ル ン プ レ ン ド（Z ・＝暗褐色〜暗赤褐色， 2Vx ＝

81°

，c
〈 Z − 16

°
）で ，明瞭な累帯構造が認め られる．

多色性 は周縁部が強 く， ま た常に微細 な黒 い 鉄鉱物

で 囲まれて い る．角閃石安山岩に は しば しば斜長石

（灰 曹 長 石， 2Vx ＝ 69°

）， ま れ に サ ニ デ ィ ン

（Ab40．60r5g ．3
− Ab44 ．60r55 ．4 ，

2Vx ＝ 38°）の 斑 晶

状捕獲結晶が含まれ る，斜長石は光軸角か ら高温型

と判断 され る し， サ ニ デ ィ ン も高温 型 ［2　e　204＝

50．95°
，
2θ　060　

＝41．71°（CuK α ）］で ある．斜長石

捕獲結晶は反応縁で 囲まれ て い る が，サ ニ デ ィ ン は

そ の ような反応縁 をもたな い ．斜長石 とサ ニ デ ィ ン

が 共生 して 集斑 晶をなすこ ともある．

　 1 ） 円山

　多数 の 捕獲岩 を 採 取 し た．い ずれ も長径数 cm 以

下 の細片で ， 丸味をお び ， 母岩 によ っ て 強 く変質さ

せ ら れ ，有色鉱物は
一

般 に完全 に変質して い る．捕

獲岩と して，ト
ー

ナ ル 岩質岩 ， 斑れ い 岩 ， 結晶片岩

の 3 種類が見 い だ されたが，前 2者が圧倒的に多い ．

前 2 者は千石岳の 捕獲岩と そ れ ぞれ 同種だ と判断さ

れ る の で ，千石岳の項で 説明する．

　結晶片岩は ただ 1個見 い だ された．こ れは石英を

主 とする 珪質岩で ある．石 英 は 有色鉱物 （ほ と ん ど

完全 にオパ サイ ト化され，鉄鉱 を主 とする レ ンズ状

集合体 に 変 わ っ て い る）の 配列方 向 に平行に伸びた

傾向が認められ，波動消光が著 しい ．石英 と斜長石

の 境界に は，常 に幅 0．05mm ± の ガ ラ ス が 脈状 に発

達 して い る．

　 2 ＞ 千石 岳

　捕獲岩片 は
一

般 に小 さ く， 頂 上 （標高 63Gm ＞で 見

い だ しただ円体 （6 × 6× 17cm）様 の 岩塊が 特別 に 大

きい もの であ っ た．捕獲岩は トー
ナ ル岩質岩と斑 れ

い 岩が大部分 で
，輝緑岩様岩が まれ に 見 い だ された．

結晶片岩の捕獲岩は見 い だ さ れ なか っ た．千石岳南

麓 の 角閃石安山岩 に接す る砂質片岩 は接触変成作用

を受けた形跡が認め られない ．

　捕獲岩 は
一

般に風化が はげ しく，有色鉱物 の 判定

は むずか しい ．岩石名は
，

色指数 ，
珪 長質 鉱 物の種

類 と量 比，斜長石の An ％な どを参考に して決めた．

捕獲岩片 が 小 さい た め
， 造岩鉱物 の モ

ー
ド分析値 は

参考値 と して 利用し，分析値 として 利用で きる 2例

を Table　1 と Fig．2 に 示 した．

　斑れ い 岩は 最 も ひ ん ぱん に見 い だされ る．色指数

は 40〜60 ％ 程度で ，弱 い 葉理構造の認め られ る も

の ， 均 質な もの ， 比較 的細粒 な もの ， 粗粒 な もの な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

ど，組織は
一

様で な い ．弱い 葉理構造をもつ 粕粒な

斑れ い 岩が多 い ．粗粒岩の斜長石は粒径 1．5〜3mm，
f

等粒状，Ans4 −64 で ，累帯構造 は ほ とん ど認め られ

ない ．斜長石は しば しば チ ェ ス 盤状 に再結晶 し，ガ

ラ ス 化 され て い る．有色鉱物の オパ サ イ ト化の弱 い ，

ご くまれ な例で は，単斜輝石 （Z＝無色， 2Vz ＝60り〉

とホ ル ン ブ レ ン ド（Z ；褐色 ，
2Vx ＝79°）が指交状

に 共 生 して い る が
，

こ れ ら を一般的 な有色鉱物 と考

えて よい か どうか はわか らない ．また，初源 的に黒

雲母が有色鉱物 の
一

部 で あれ ば
， 黒雲母 は他 に 比 べ

て オパ サイ ト化され に くい の で ，少量の 黒雲母が残

存 して い て もよ い が ， 千石岳 の 斑れ い 岩捕獲 岩から

は 黒雲母が認 め られな い ．斜方輝石 お よ び そ の仮像

も認 め られな い ．

　 ト
ー

ナ ル 岩質岩に は粗粒で 優 白質な縞 と，細粒で

優黒 質な縞 に よ る 葉理構造 が 発達し，色指数は前者

が IO− 20　％，後者が 40 ％ くらい で あ る．粒度 の 違

い は斜長石 の粒度に よ る．斜長石 は，粗粒部の 長径

が 2．5− 3mm，細粒 部 が 0 ．5 〜1mm で
，

と も に 累帯
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構造は認め られない ．粗粒部の斜長石 は An62−67，

細粒部は An66 前後な の で ，両者の 間に組成 上 の 差

は な い ．石英 は粗 粒部 に 限らて 認 め られ，等粒状 の

径 O．3〜O．5mm の結晶が集合 し て
， 斜長石 の 問 を埋

め て い る．斜長石 と石英 の 境 は常 に幅 O．02〜O．05

mm の ガ ラ ス で 埋 め ち れ て い る．有色鉱物 は黒 雲母

と鉄鉱 の み で，オ パ サイ ト化は著し くない ．こ の岩

石 は 色指数 と石英 の 量か らい えば トーナ ル 岩 と呼 ん

で も よ い が ， 斜長石 の An ％か ら は む しろ斑 れ い 岩

の グ ル ープ に 加 え ら れ る．

　 3．徳山金峰 山の捕獲岩類
　 み たけざん 　　　　　　　　 つ　の ぐん h．　の ちよ う

　金峰山は山 口 県都濃郡鹿野町の 南端に あり，徳山

市との境界に またが っ て い る溶岩円頂丘 で ある．溶

岩は 黒雲母
一角閃石安山岩ない し黒雲母

一角閃石
一
石

英安山岩で ，三 郡帯中に噴出 して い る．角閃石は ホ

ル ン ブ レ ン ド（Z壕 緑褐色
一

褐色）で ，累帯構造が認

め られ ， 周縁部 は オパ サイ ト化 して い る の が普通 で

ある．

　KoエIMA　 et 　 al．（1967）は 金 峰 LLI東 麓 か ら採取 され た

捕獲岩類 を報告 し た．そ の 後，MuRAKAMi （1975＞は

変成岩捕獲岩中 の ざ くろ 石 の 化学組成 を報告 した．

　Ko丁IMA　et　at．（1967）による と，捕獲岩類 は次 の 4

種に 分類 され て い る．そ れ ら は，  塩基性岩源片

麻岩，  泥質岩源片麻岩，  石英
一
長石質片麻岩，

  葉理構造 の 認 め られな い 火成岩 で あ る．筆者 は

こ の た び，金峰山の北麓と南麓を調査 したが，新種

の捕獲岩 は 見 い だせ なか っ た．変成岩 を数個採取 し

たが，KOJIMA　et　al．（1967）が 写真 （PL．　xxm ）で 示 し

た よ うな 立派な標本 は 得 られなか っ た．金峰 山の 捕

獲岩は，
一

般 に千石岳の もの よ り新鮮 で は あるが ，

堅硬な標本は まれに しか得 られなか っ た．捕獲岩の

大 きさは長径 1　一一　20　cm くらい で ，形 は角 ば っ た も

の から丸 い もの まで変化に富ん で い る．

　 1） 捕獲岩類の分類

　捕獲i岩類は岩石組織に よっ て 変成岩類，深成岩類，

火山岩類 に大別 される．変成岩 と深成岩の 区別 が 明

瞭で ない 岩石 も産出する が，中〜粗粒の，片状構造

が 明らか で ，無色鉱物 の 等粒状組織 が 特徴的 な 岩石

を変成岩とした。各岩石種の出現頻度は深成岩が圧

倒的に多 く， 変成岩が最 も少 ない ．

　 変成岩 と深成岩の代表的な標 本 22個 を選 ん で ，

造岩鉱物 の モ
ー

ド分析を行 い ，そ の 結果を Table　1

に示 した．Fig．3 は IuGs　suBcoMMIssloN（1973）の 命

名法に よ っ て 深成岩類 を分類 した もの で ある．Fig、

A

o

F壇．2．　Classifieation　of　xenol 正ths　from　Sengoku−

dake　according 　tD　 modal 　 mineral 　centent （classifica −

tion　system 　after 　IUGS 　SuBcoMMIss［QN，1973｝．

（Abbrev，）　Q ；qllartz，　A ：alkali ・feldspar　（　
＝
　K −

feidspar ），　P ；plag工oclase ，　G ：gabbro．

Q

Fig。3．　 Classification　 of　xenoliths 　from　Mitake・zan

accerding 　 to　moda 正 mineral 　 content （classification

system 　after 　IUGS 　SuBcoMM匸ssloN ，1973）．

（Abbrev．）AQS ：alkali ・feldspar− quartz　 syenite ，　GD こ

granod 正orite ，　T ： tonalite，　QG ： quartz　gabbro．　Other

symbols 　are 　the　same 　as　those　in　Fig．2 ．

3 に は参考まで に変成岩 も付加 され て い る．

　IUGS　SuBcoMMIssloN（1973）の 命 名法 は Q −A −P 図 に

よ っ て お り，斜・長石 の An 組成 は 図上 で は 直接考慮

されな い の で ， 岩石名と して適当で ない 名称も現わ

れ る．Fig．3 で T と GD の 領域 にはい る標本 の 斜長

石は い ず れ も曹灰長石 （Table　1）な の で，そ れ ぞれ

を トーナ ル 岩や 花崗 閃緑岩 と呼ぶ の は適当で は な
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Table　 1．Medal　composition 　of　xenoliths 　enclosed 　in　andesite 　of　Mitake・zan 　and 　Sengoku・dake．

（1
』
） M工TAKE −ZAN

NoRock 　 na 皿 e ΩzP1KspBtGaHbCpxAPOpeetc 、 册ota19 ・5。An 号

1Gr −B七 gneiss29 ．420 ．O 暦 29 ．43 ．5 冒 暫 一 ユo ．67 ．2100 ．1M29 −50 ｛？）

2G ＝
−Btg 爬 ↓s＄ o，639 ．7 一 37．13 ．6 一 一 一 工8．4o ．7100 ．1M28 （？）

3B 七 gneiss 一 34 ．5 一 22 ．5 ｝ 唱 鴨 一 41 ．1 工．899 ．9M26 −301 ？｝

4 跏 phibolite ｛？） 8．219 ．8 一 20 ．5 ■ 1．53 。10 ．146 ．3D ．5100 。0M66
5A ↓ka 工i−feld ．一

Ωzsyenite9
．82 ．870 ．9O 。8 ■ 冒 一 2．48 ．94 ．5100 ．1C 呷

6Bt 　 grano
−

　　　　 diorite29
．244 ．O5 ．93 ．o0 。5 一 一 O．710 ．75 ．999 ．9C59 −60

7 ll 26 ．535 ．916 ．58 ．70 ．8 一 層 0。35 ．75 ，599 ．9C57 ピ 59
8Bt 　 tonalite22 ．648 ．5 一 5 ．6 一 一 口 1．220 。21 ．9100 ．0C57 −64
9 悶 18 ．958 ．7 一 10 。60 ．6 一 一 o．26 ．54 ．5100 ．1C59 −60
10Hb −Bt

　　　tonali じe17
．448 ．5 一 20 。・1 一 1 ．4 ” o．110 ．91 ．599 ．9C62 脚63

ll ” 24．G44 ．4 卿 工7 ．姦 縛 工．8 （o．2） o．410 ．41 ．5 ユ00 ．ユ M64 甲65
12Bt 一Ωz 　 gabbro8 ．853 ．8 一 13 ．1 一 一 一 o。92 ユ．51 。9100 。0M59 −66
13Hb −Bt 一Ωz

　　　　　gabbro8
。246 ．7 广一 18 ．o 一 22．8 一 o．6L82 ．0100 ．1 麗 60−66

14 「卩 4 ．352 ．O 一 工O ．6 ■ 4 ．工 0．9o ．324 ．93 ．o100 ，1 麗 58−6工
↓5 鬮「 4 ．648 ．6 ” 15 ．3 一 2 ．90 ．5 讐 27 ．11 ．0100 ．0M59 −63

16Cpx −Hb −Bt 一
　　　Ωzgabbro10

．853 ．5 ■ 工o ．6 刪 1 ．73 ．7o 。2 工6 ．62 。9100 。工 C62 −67
17

鬮「 4．049 ．4 ■ 14 ．7 ■
（
一
） 7。4o ．124 ．oD ．5100 ．1C62

18 IP 9 ．451 ．9 一 9 ．o 冨 7 ．311 ．OO ．59 ．91 ．0100 ．oC58 騨59
工9 1， 6 ．843 ．2 ■ ユ2 ．o 冨 6 ．322 。7o ．43 。o5 ．7 ユOO ．1C53

20Bt 　gabbro 2 ．・077 ．3 膊 8 ．8 醤 一 醫 4 ，07 ．7O ．2 ユ00 ．0c56 −59
21Cpx −Hb −B七

　　　　　 gabbro0
．24 弓．8 臘 19 ，5 雪 9 ．31 ．80 ．123 ．80 ．5100 ．0M61 −63

22 ■【 0 ．836 ．乳 一 21 ．9 膊 2L88 ．60 ．19 。81 ．o ユ00 ．1 髄 62＿5右

〔21　SE）IGOKV −DAKE
3422Hb 　 gabbro

Cpx −Hb 　gabbreOg5

　 73 ，1 　　　−
−　　 4B ．9　　　 一

一　　　〇，2　　 　−　 　　0 ●2　 24 ●6　　 1．3　　 　99 ，9
−　　　23 ●2　　14 ●↓　　　0 ・7　　　6・9　　　6の3　　　ユ00 。1CC5554 −57

CAbbrevs） Qz ；qua 訂 tz

pyroxene

glass 　 producea 　 as 　 a 　 secondary 　 product ，・

Pl ：pl
’
agioclase 　Ksp ：K−feldspar 　Btabiotite 　Ga ：garnet 　Hb ：hornb ユende 　（：px ：clino −

Ap ； apati 七e　 Opc ：opacite 　and 　iron 　o ＝ e 　 etctaccessories 　and 　other 　 minerals ，including
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9。s ．：grain −sizet 　M＝皿 edium 　and 　C譜CO 邑rse ）

い ．前者 を石英斑 れ い 岩と呼ぶ に は 石英量が 多すぎ

る．後者は 明 ら か に相当量 の カ リ ウ ム 長石 を伴 っ て

い る． しか し， こ の 報 文 で は 岩 石 の 色指 数 と

Q−A −P 図 に よ る分類に従 っ て，両者をそ れ ぞれ ト
ー

ナル岩質岩，花崗閃緑岩質岩 と呼 んでお く．

　Fig．4 と F正g．5 は Table　1 の 値をもと に作成され

た．Fig．4 に よ る と，石英量の増減に対 して，全有

色鉱物量 （罵 色指数）の 変化，お よび全珪長 質鉱物量

の変化 はよ く相関 して い るが ， 全長石量は ほ とん ど

相関 して い な い ．Fig．5 は全有色鉱物量 に対 する全

長石量の変化 と， 斜長石 の An ％の 変化 をみた もの

で あ る．前者は弱い 相関が み られ る が，後者は全 く

無関係で ある．ただ し，どの 捕獲岩 に もオパ サイ ト

が著 しく発達 し て お り，オ パ サ イ トは全有色鉱物量

に加えられ て い るの で
， 捕獲岩の 本来 の 色指数は明

らか で は ない ．全長石量 の変化は石英量 に無閧係 で
，

全 有色 鉱物量 に対 して 相関関係 に あ る LFig ．4 と

Fig．5 に つ い て ，変成岩の No．1 と No．4 は深成岩

の 量比 の 変化傾向 か らはず れ て い る．

　 2 ） 変成岩類捕獲岩 （Nos ．1− 4，　 Table　1 ）

　Ne．1 （Plate　I−A）とNo．2 は と もに ざくろ 石
一
黒雲

母片麻岩 であ るが ， No．1 は No，2 に比 べ て ， 石英

が著 し く多 く，逆 に斜長石 と黒雲母 が かな り少ない ．

斜長石は粒径 O．1− O．3mm の 等粒状組織 を特徴 とす

る．No，2 の 斜長石 は An33 −34，0r2、s−7．8なの で Or ％

が か な り大 きい 中性長石 で ある．Table　1 に記 入 し

た斜長石 の An ％は 2 θ 〔131．1鋤 （CuK α ）に よっ て 決

め た もの で ある．こ の 方法に よ る と
， 少 な くと も

An3。．50の 範 囲 の 斜長 石 は，　 Or ％が約 4 ％前後増す

と
， 同 じ2 θ

（131
−131）値に 対 し て An ％ が 数 ％ 増 と な

る （BAMBAuER 　et　al．，1967）の で，　 No．1 の 場合 は X 線

で 斜長石 の An ％ を決 め て も精度は よ くな い ．　 No．

1 の 斜 長石 の An ％ は No．2 と ほぼ同 じだろ うと推

定 される．
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猟g ．4．Moda監 minera 正 content 　 of　 quartz　 aga 孟nst

tota正maf 三cs （A），　total　feldspars（B）and 　tota星feisics

（C）in　xenoliths 　from　Mitake．zan ．

Numbers 　 in　 parentheses．　 correspond 　 respectively 　 to

those　in　Table　 1 、

　No．3 （Plate　LB ）は黒雲母片麻 岩 で，こ の 岩石 に

は石英 もざ くろ石 も含 まれな い ．No．3 に は オ パ サ

イ ト化に よ る鉄鉱が 異常に多 く，色指数は 65 ％に

近い が
， 斜長石は 灰曹長石〜中性長石 で あろ う（Fig．

5）．

　No．1 と No．2 の ざ くろ 石 と，そ の 中にポ イキ リ

チ ッ ク に含まれ る黒雲母 の 化学組 成を Table　2 に示

した．ざくろ 石 は い ずれ もア ル マ ン デ ィ ン である．

No．1 の ざくろ 石 の組成変化 （Fig．6）をみる と
， 結

晶 の 周縁部は 中央 に 比 べ て CaO に 富み ，　 MnO が減

小す る傾 向が あ り，FeO と MgO は ほ と ん ど 変化 し

て い な い ．Table　2 は ざくろ 石 の 周縁に 近 い 部 分 の

化学組成 で あ るが，No．1 は No．2 よ りも CaO に 富

み MnO に乏 しい とい える．ざくろ石結晶か ら離れ

た 黒雲母 の化学組成 は，ざくろ 石 中 の もの とほ とん

rotat　 Maf ’csr ％ 丿

Fig．5．　Modal　 mineral 　 content 　 of　 total　 mafics

against 　 toしal　 feldspars（A ）and 　An ％ of　plagieelase

（B＞in　xenoliths 　from　Mitake・zan ．

Nttmbers　in　parentheses 　correspo 皿d　 respectively 　to

those 　in　Table　1．

ど同じである．

　Table　2 の ざ くろ 石 と黒雲母 の 化 学組 成 を もとに

両者の平衡温度 を計算す る と，
600− 630℃ くらい

で，No．1 と No，2 の 間 に有意の差が ない （Table　3），

　No．4 に は異常 に多量 の 鉄鉱が含 まれ ， 珪長質鉱

物の等粒状組織 と黒雲母片 （O．5min±）の 弱い 定向配

列による縞状構造が認め られる．多量 の 鉄鉱 は黒雲

母の オ パ サ イ ト化 に よ っ て 生成 され た．斜長石 （0．1

mm ±）は強 く変質 して い る が，曹灰長石 で あ る．こ

の看石に は約 8 ％の 石英が伴わ れ る．

　以上 ， 変成岩類 の うち，
No．1 と No．2 の 差 は源

岩 の 泥質堆積岩の化学組成 の 違 い と して説明で き

る．No．3 と N。 ．4 は 塩基性岩起源の 変成岩で あ ろ

うが，こ れ らに 角 閃石が含 まれな い こ と，No．4 に

は多量 の 石英 が含 まれ る こ とな どの 理由が よ くわ か

らな い ．い ずれに しろ ， 変成岩類 はすべ て角閃岩相

相当 の 岩石 で ある．
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Tab置e 　2．　 Chemistry　of　garnet　and 　biotite　in　xenoLiths 　from　Miしake −zan ，

Rock 　 name garnet −biotite 　qnei5s 　ll） garnet −bioti 七e ．gneiss 　（2）
断 nera ユ Ga 一工一ユ　　G ξド

ー1−2　　Ga −2−1　　Ga−2冖2　　Bt−1−1　　Bt −1−2　　Bt −2−l　　Bt −2−2Ga −3　　　　¢a −4　　　　Bt噂3　　　　Bt −4
Sio
　　 2

37 ，96　　　37 ．98 　　　37 ，87　　　37．フ8　　　35 ．64　　　35 ．72　　　36．02　　　36。4037 。62 　　　　36．97　　　　36．22　　　　34 ，97
Tio
　　　2 O匿00　　　　　0 ．OD 　　　　　O■04　　　　　0。00　　　　　3，11 　　　　　2．78　　　　　2976　　　　　2。970 ．05　　　　　0．06　　　　　2。工 9　　　　　2，68
A 工

203
20．96　　　　20995 　　　　20．77　　　　20 ●71 　　　　15044 　　　　15●65　　　　ヱ 6．04 　　　　ユ 5．8421 ．25　　　20 畠88 　　　17 ．09 　　　工6．80

C 「
203

0．06 　　　　　0，06　　　　　0，09　　　　　0．03　　　　　0り04　　　　　0rO5 　　　　　0008 　　　　　0●06n ，d ．　　　 n ．d．　　　 ngd 。　　　 n ．d ．
FeO 30 ．69 　　　　30 ．43　　　　31曾4G 　　　　30 ，33　　　　↓7．52　　　　16．96 　　　　18 ・87 　　　　19 ，7531 ．96　　　30 。55 　　　17 ．39　　　工8 ．06
MnO 1 ，40　　　　　　1．34　　　　　　1．16 　　　　　　0，92　　　　　　0，14　　　　　　0006 　　　　　　0，10 　　　　　　0．D44 霤02　　　　4．42　　　　0。1↓　　　　O，16
MgO 3 ，93　　　　　4．71　　　　　3・69　　　　　3卩76　　　　12 ．30　　　　12 ●91　　　　12929 　　　　11 ．453044 　　　　　3r36　　　　11 ．30　　　　10，97
ZnO 0．00　　　 0．00 　　　0．DO　　　O．00　　　 0．00 　　　0．00　　　0．00　　　 0．00nrd ．　　　 n 曹d．　　　 ngd ．　　　 n ．dg
CaO 　　 ・ 5 ．71　　　　　5．76 　　　　　6．06　　　　　6，20 　　　　　0。02　　　　　0り00　　　　　0．03　　　　　0，002 ．03　　　　　2・40　　　　　0．Dl　　　　　O。03
Na20 OrO2 　　　　　0．04　　　　　0．00　　　　　0．Ol 　　　　　O．ユ5　　　　　0．工5　　　　　0．工9　　　　　0◆280 。00 　　　　0，00　　　　0，35　　　　0．36
K20 O唱00　　　　　0．00　　　　　0．02　　　　　0．00　　　　　9．63　　　　　9 。47　　　　　9．44　　　　　9，43O ，OO　　　　　O．00　　　　　9噂69　　　　　9。46
TO しa1 100 ．73　　工O工．27　　ユ0工 ．工 0　　　99 ．74 　　　95．00　　　93 ．75　　　95 冒82 　　　95922OO 国38　　　　98．64　　　　94・35 　　　　93 ．49

0 24　　　　　　　　24 　　　　　　　　24　　　　　　　　24　　　　　　　　22 　　　　　　　　22 　　　　　　　　22　　　　　　　　22 24　　　　　　　　24 　　　　　　　　22 　　　　　　　　22
siA
↓

T工
Cr

5・998 　　　5，962　　　5．984 　　　6．020　　　5r426 　　　5．495　　　5．463　　　5，5 工3
3・904　　　　3．876　　　　3・859 　　　　3．89U　　　　2，950　　　　2■838　　　　2ウ867 　　　　2 　r　828
　
−
　　　　　　　

−
　　　　　0．005　　　　　−　　　　　0．356 　　　0，322 　　　00315 　　　0．338

G．007 　　　　0．007　　　　0．01 工　　　　O．OO4　　　　0．005　　　　0。006 　　　　0・010 　　　　0．007

6・006 　　　6，002 　　　5．535　　　5．430
3．999　　　3．996 　　　3．078 　　　3，075
00007 　　　　0，007　　　　0・252　　　　093 工3
　一 一 一 一

Fe
 

4．055　　　3■995 　　　4。150　　　4，042　　　2 ．23 工　　　2，182 　　　27393 　　　2．502
0●187 　　　0．工78　　　G’，工 55 　　　0・124 　　　0 ．018　　　0rOO8 　　　0．013　　　0．OO54

．267　　　　4rユ4B　　　　2。223　　　　29345
0．544 　　　　0r608 　　　　0・014　　　　0．021

Mg 0．925　　　1．102　　　0。869 　　　0，893　　　2眇791 　　　2．960 　　　2．778 　　　295 霹5O ．818　　　0，813　　　2，574 　　　 2．539
Zn 一　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　胃　　　　　　　　　　　　　　　用　　　　　　　　　　　　　　　一 胃 一 齟 一
Ca O．967 　　　　0噸969　　　　1rO26 　　　　1．059　　　　0幽003　　　　　　−　　　　　　　0凸005 　　　　　　一 0，347 　　　0．4工8　　　0，002　　　0 ．OO5
Na O冒006　　　0．012 　　　　　−、　　　　0。003　　　0．047　　　0．045　　　0．056　　　0．082 一

　　　　　　　　　
一
　　　　　　〇．104 　　　　0 ，108

K 一
　　　　　　　　　

一
　　　　　　　〇．OO4　　　　　　−　　　　　　1幽371 　　　　1．859　　　　1 ．826 　　　　1．822 一　　　　　　　　　　一　　　　　　　1●889 　　　　1．874

a1 65 ．1　　　　　64．0　　　　　66 ．9　　　　　65幽1 71 。4　　 69 。3
py ユ5，1　　　　17．6　　　　14 ．O　　　　l4 ，6 13 ．7　 　 13 ．6
sp 3，ユ　　　　　2，9　　　　　2・5　　　　　2。0 9．1　　　 10．2
9 「 15 ●8　　　　15，5　　　　1695 　　　　17r3 5。8　　　 7。0

悔 e
O，814 　　　0・784 　　　0r827 　　　0。819 　　　0．444 　　　0．424　　　0．463 　　　0．492Og839 　　　　0●836 　　　　0．463 　　　　0，480

Ana ユys 七 M ．ASAMI M ，usu 工

★
・ （1 ｝ ＆ （2｝ r ・pre ・ en ヒ the 　sartte　samples 　a ・ N ・s・1 ＆ 2in 　T ・ ble 　1 ， ＝ espective 蜘 Ga一エ ド 2，−3 。nd −4
畏呈鑑 體 隴 き

n

：5・ 呈點
a

謡 ．謡ヨ
2
轟 1建盥 含

a

£。灘 ξ驪 ：盤 轟 誌鶸
v
言調三聾

t
一蹴 艶

so 　on 　represe コ七　chern ±s匸ry 　of 　sep 亀rate 　biotite 　£ 1akes 　to　which 　ana 工y8ed 　points 　Ga −1一工，　−1−2　and 　so 　on
are 　near 　to 　be 　found ，　respec 七 ively ．

　 3 ） 花崗岩質捕獲岩類 （Nos．5〜11，　 Table　1）

　 ア ル カ リ長石一石英閃長岩（N。．5 ）は 産出 の 珍 し い

捕獲岩 で ある．カ リ ウ ム 長石 は粗粒 （長径3− 4mm＞で
，

弱 い 波動消光が認め られる．結 晶構造 は完全 なサ ニ

デ ィ ン 型 （2 θ2。4 需50．92°，2 θ060
＝41．58

°
（C％K α ）

で ある．石英 は 間隙充填的 で あ る が，現在は等粒状

微小結晶 の集合体に変 わ っ て い る．カリ ウ ム 長石と

石英り境界は常に幅 0．Ol〜O．02　mm の ガ ラ ス で 埋 め

られ め て い る．カ リ ウ ム 長石は初め は低温型で あ っ

たが，母岩に よ る熱作用 に よ っ て ，高温型 に変化 し

たの で あ ろ う，黒雲母は強 くオ パ サ イ ト化されて い

る．こ の岩石 に は多量 の 燐灰石が含 まれる．
’

　花崗閃緑岩質岩 （Nos．6− 7）は カ リ ウ ム 長石 と 共

生する斜長石が曹灰長石 な の で，常識 的な花崗閃緑

岩 で は ない ．カ リ ウ ム 長 石 は結晶の
一

部に微斜長石

構造が 認め ら れ る こ と もあ る が ，

一
般 に は

， 大部分

が チ ェ ス 盤模様に 再結晶 して い る．カ リ ウ ム 長石の

構造は 正長石 と高温 サ ニ デ ィ ン 型 の 中間型 で あ る．

石英と斜長石，石英と カ リウム 長石の境界は再結晶

し た ア ル カ リ長石 と石英の細粒か ら な る脈 で 埋め ら

れ て い る．有色鉱物 は 黒雲母がお もで ，少量 の ざく

ろ石 が伴 う．黒雲 母は強 くオ パ サ イ ト化 され て い る．

　 トー
ナ ル 岩質岩 は 中粒 〜粗粒の 岩石 で等粒状組織

を示 し，
一

般 に弱 い 片状構造が認め られる．有色鉱

物 と して 黒雲母 の み が含まれ る岩石 （Nos ．8 − 9）と

角閃石＋黒雲母が含 まれる岩石 （Nos．10− 11）が あ

る，No，11 の 単斜輝石 は針状 で ，お そ ら く二 次 的 に

生成 した ら しい の で ，ト
ー

ナ ル 岩質岩に は初源的に

輝石類 が含ま れ て い な か っ た と 推定 され る．また，

角閃石 の オパ サ イ ト化が著 しく進 ん で は い る が，角

閃石 は もとも と少量 しか存在 し な か っ た ら し い ．

トーナ ル 岩質捕獲岩 中 の 斜 長石 の 組成 は An57−65
（Table　1）の 範囲 なの で，角閃石 の 有無 と斜長石 の

組成変化の間に直接の 関係 は な い ． ト
ー

ナ ル 岩質捕
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％ rw θ

；ギ随 メ
M

5

42
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0

0 O．5 1．0 1．5 2．0 2．5mm

F  。6．　Compositional 　variation 　in　 a　garnet　grain　in　the　garnet−

biotite　gneiss　from　Mitake・zan （No、　l　 in　Table　l ），

獲岩 はす べ て 含角閃石 ト
ー

ナ ル 岩質岩と考えて よ

い ．

　角閃石は ホ ル ン ブ レ ン ド（Z
’＝黄褐色

一
褐色）で ，

長径 O．7〜1mm，黒雲母 も長径 O、5〜1，5mm 程度 で

ある．粗粒岩 と中粒岩の 違 い は斜長石 の 粒度 に 依存

してお り，前者で は長径 1− 2mm，後者で は 0．5〜l

mm 程度で ある．斜長石 の 累帯構造 は 認め られな い ．

石英は間隙充填的で はあるが，丸味をお び た粒で，

粒條は斜長石 よ りも
一

般 に 小 さい ．斜長石 と石英の

境界 は 幅 0．Ol　− O．02　mm の ガ ラ ス で埋 め られ て い

る．斜長石が選択 的に破砕 され た ト
ー

ナ ル 岩質捕獲

岩 も見 い だされた．

　4） 斑 れ い 岩質捕獲岩類 （Nos．12− 22，　 Table　1 ）

　採集 した捕獲岩 の 70 ％ 強が斑 れ い 岩質岩で あ っ

た．斑れ い 岩質岩に は ほ ぼ普逓的に黒雲母 と石英が

含 まれ ，
一
般に単斜輝石 と角 閃石 も含 まれ る （Table

l ＞。有色鉱物 の オ パ サ イ ト化が著 しく，その 程度

は黒雲母 ，角閃石 ，輝石の順に強 くな っ て い る の で ，

初源的な斜方輝石 の 有無，有色鉱物 の 量比 を詳 しく

知 る こ と は で きな い が ，斜方輝石 の存在 を暗示す る

特徴は全 く見 い だせ な い ．

　金 峰 山 の 斑 れ い 岩 質 岩 を IUGS 　 SuBcoMMIssloN

（1973）命名法に従 っ て 分類する と，石英斑れ い 岩 と

斑 れ い 岩 の 2 種に分 けられ て ， ト
ー

ナ ル 岩 と区別さ

れる．全有色鉱物量は トーナ ル岩質岩が斑れ い 岩質

岩よ りも少な い （Fig，4 −A と Fig．5 ）が，全長 石量

や 斜長石の An ％は両種 の 岩石 の 問 で ほ とん ど差が

な い （Fig．4 −B と Fig．5 −B）．両者の 違 い はお もに

石英量の差で ある．つ ま り， ト
ー

ナ ル 岩質捕獲岩 中

の 斜 長石 の An ％ は ト
ー

ナ ル 岩 と して は高す ぎる

し， また ，含まれ る石英量 は 石英斑 れい 岩 と し て は

多す ぎる．

　石英斑れ い 岩は有色鉱物 の 種類 に よ っ て
， 黒雲母

一
石英斑れ い 岩 （No．12），角閃石

一黒雲母一石英斑 れ

Table　3．　 Biotite−garnet　geothernlometry　for　garnet −biotite　gneiss　xenol 重ths　from　Mitake・zan ．

xga
　Fe

btX
　Fe

K 嚢 Tho 叩 50n

　（1976 ）

HoldawaY 薮

Lee 　〔1977 ）

書宅：圭：圭〕

晝塁：圭：11
篝龕：1：1］
暑忌：1：1】

0 ．8140

。7840

．8270

．8ユ9

0 ．4440

．4240

．4630

。492

5．4804

．931

逐。2454

．939

603 °C632

°C615

°
C632

°C

585 °d6110C595

°C610

°C

鬻 ｝

鍵：1｝
o ．8390

．8360

，4630

。4806

．Q445

．522

5780C601

°
（三

5630C5830C

、 K − ｛・麗 ・X鷲）／（・R9　・
’

・B9）… t ・ ・・・ … c ・・・… ti ・… e

shown 　in 　 Table 　2．　Te 血peratnre 　temporari ］Ly 　calcula 七ed 　a 七　5　kb ．
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い 岩 （Nos ．13〜15），単斜輝 石
一
角閃石

一
黒 雲 母

一
石英

斑れ い 岩 （Nos．16〜19）．a）3種 に分 け られる．　 Nos．

12〜15は い ずれ も中粒，等粒状組織で，弱い 片状搆

造が認め られ ， 互 い によ く似 て い る．Nos．12，14，

15は オ パ サ イ ト化 に よ る鉄鉱が異常に多い こ と，

No．14 と No．15の 角閃石 が 少量 で ある こ と ，
　 Nos ．

12− 15 の 全有色鉱物量 の 間に著 しい 差 がな い こ と，

斜長石 の An 組成に もほ とん ど 差が ない こ とな どを

総合 す る と，
「
No．12は黒 雲母

一
石英斑れ い 岩 と呼 ん

で い る が
， 初源的 に は 角閃石

一
黒雲母

一
石英斑 れい 岩

で あっ た可能性が ある （Table　1）．　 No．13は なぜ か

オパ サイ ト化が弱い （Plate　I −C）．

　角閃石
一黒雲母

一
石英斑れ い 岩 の 有色鉱物 は黒雲母

が お もで ある が ，N。．13の よ うに多量 の 角閃石が伴

われ る岩石や，No．14 と No．15の ように微量の単

斜 輝石 が 伴 わ れ る 岩石 が あ る．斜長石に は累帯構造

が認め られず，組成は An58−66 で ある．単斜輝石
一角

閃石
一
黒雲母

一
石英斑 れい 岩 （Nos ．16− 19）は 一般 に

粗粒，等粒状で均質で ある．有色鉱物 の 量 ， と くに

黒雲母 と単斜輝石 の 量 は か な り変動す る が
， すべ て

の 有色鉱物 の 鏡 下にお ける特微は変 わらない ．斑 れ

い 岩質岩の 全体に つ い て も同じこ とが い える．角閃

石 はホ ル ン ブ レ ン ド（Z
’＝暗緑褐色）で ，単斜輝石 は

Z’＝無色で ある．斜長石 の 組成 もNo．19を除 けば

Nos ．12〜18 の 間 で ほ とん ど差が ない ．粗粒岩 の 斜

長石に も累帯構造 は認め られない ．石英 と斜長石の

境 界 には ， 幅 O．02− e．03　mm の ガ ラ ス が網 目状 に発

達して い る．

　 Nos．20− 22 の 斑 れ い 岩 も黒雲母が主要な有色鉱

物で あり， そ の オパ サイ ト化が著 しい の で 明確で は

ない が，お そ らく斑れ い 岩に斜方輝石 が含まれ て い

た可能性 はない ．

　No．20 の 黒雲母斑れ い 岩 は
， 斑れ い 岩 と して は 色

指数が極端に小さい が，曹灰長石を主体 と して い る．

こ の岩石は肉眼で は著 しく粗粒に見える。斜長石 は

長径 3 − 5mm の結晶が数個集合 して集斑晶をな し．

集斑 晶は 円柱〜紡錘 状 で ，10× 10× 20   に 及ぶ ．

斜 長石集斑晶 の 間はお もに黒雲母に よ っ て埋め られ

て い る．斜長石 に は 累帯構造 は 認 め ら れ な い ．こ の

岩石に は異常 に多量 の 燐灰石が含 まれる，

　上述 の ように，斑れ い 岩質捕獲岩は い ずれ も変質

して い るの で ，初源的な有色鉱物 の 種類 が正確 に は

決め に くい が，斜方輝石を含む斑れ い 岩は見い だ さ

れなか っ た．こ の こ とは，山陰西部の カ ル ク ・ア ル

カ リ玄武岩中の 斑れ い 岩質捕獲岩が
一

般 に斜方輝石

を含む （村上，1979）こ とと著 しく対照的で ある．

西 日本に おける 2 つ の基盤地質体

　火山岩中の 捕獲岩か ら基盤岩類の 地質を推定す る

仕事は，研究が成功 して も，そ の 成果 の確かさ に は

限度があ る．そ の 理由は少な くとも 3 つ あげ られる．

第 1 に
， 母岩は火道壁や マ グマ 溜 りの岩石種のすべ

て をとらえて搬出する とは 限 らない ．第 2 に，火道

壁 の 岩体 の 上下 の位置が，噴出し固化 した 母岩 の 中

で 保持され て い な い ．第 3 に，捕獲岩は 母岩に よ る

熱影響をまぬ が れ ない の で ，捕獲岩の 源岩 の岩石学

的特微が詳 しくわか らな い こ とが 多い ．し か し
，

こ

の報文で は，基盤岩類 の うち の お もな地質体の 岩片

が母岩 に よ っ て ほ とん ど搬 出 され て い る と仮定 し

て ， 以下 の 考察 を進める．

　基盤地質体に 関する 正 しい 情報の 1 つ は，地震波

速度の 変化 で ある．地震 の 観測資料に よ れば，東中

国地域の 地殻は酸性岩か らなる上部層 と中性〜塩基

性岩か らな る 中一
下部層か ら な り， それ らの 量比 は

1 ：2〜1 ：1．5 で ある，とい うモ デ ル が提案（SASAKI　et

al．
，
1970）さ れ て い る．村上 （1979）は こ の 提案 に 従 っ

て，中国地方の基 盤岩類は上位に花崗岩バ ソ リス ，

下位 にグラ ニ ュ ラ イ ト， そ れ らに挾まれ て 角閃岩相

相当の 変成岩が存在する，と考えた．村上 （1979）は

基盤岩類 の
一

部で あ る 斑れ い 岩をあま り重視 し て い

ない ．筆者は 斑れ い 岩を重視する立場か ら，基盤岩

類 の 分布 と構造 を考え て み る．

　濡 木 ・村上 （1979）は西 日本 における新生代の カ ル

ク ・ア ル カ リ岩系火山岩か らなる 3 つ の 火山群，す

なわち，  西 中国の玄武岩 （〜安山岩）火山群， 

山陰系火山群 ，   瀬戸 内系火山群か ら，そ れ ぞ れ

岩石 特徴の異なる捕獲岩類が産出する こ と を指摘 し

た．  の 玄武岩火 山群 （宇多島，堀越，片俣，鶴江台，

Fig．1 ）か らは
， グ ラ ニ ュ ラ イ ト， 角閃石斑 れ い 岩，

ノ ーラ イ ト，斜長 岩，両輝石斑れ い 岩，ウ ェ ブ ス テ

ラ イ ト，
ハ ル ッ バ ージ ャ イ トな ど の 捕獲 岩が産する

（村上 ，1979＞．倉沢ほ か （1961）は片俣，堀越 か らお

もに曹灰長石か らな る，
“
花崗岩質

”
捕獲岩を報告

し た．  の 山陰系 （＝大山一青野）火山群の うち，地

倉山，青野山，円山，千石岳，金峰山 （Fig．1 ）か ら

は，角閃岩相相当の変成岩（泥質片麻岩，塩 基性片

麻岩），黒雲母斑れ い 岩，（単斜輝石
一）角閃石

一
黒雲

母斑 れ い 岩， ト
ー

ナ ル 岩，花崗閃緑岩，石英閃長岩
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一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

西 目本 に お け る 三 郡一中国 帯 の 基盤岩類の 地 下 構造 の 推定 287

などを産する．その他，ミ グ マ タイ ト様片麻岩 も報

告 （KOJIMA　et　ai．，1967）され て い る．鶴見岳 と由布岳

か らは斜方輝石斜長岩 ， 両輝 石斜長岩 ， 角閃石斑れ

い 岩，ノーラ イ トな どが 報告（松本，ユ918）さ れ て い

る．次 に  の 瀬戸 内系火山群 につ い て は，二 上山（森

本 ほ か
，
1953；TAGml 　et　al ．，ユ975）と 雨滝山 （竹 内，

1941；TAGml　et 　 al．，1975）か らざくろ石捕獲結晶，十

字石
一
黒 雲母 片岩， 角閃岩などが報告され て い る．

また，鷲 ノ 山〔濡木ほ か，1982），天霧山（浅見 ・浅見，

1982＞，小豆 島 （大平 ，1984）か らは グ ラ ニ
ュ ラ イ ト，

ノ
ー

ラ イ ト， 含斜方輝石閃緑岩 ， ト
ー

ナ ル 岩質岩な

どが報告されて い るが，花崗岩は報告され て い ない ．

　上述の 各火山群の獲捕岩類が地下の 基盤岩類の破

片 で ある とす れ ば
， 基盤地質体の 岩石組合せ は次の

2 つ の グル ープに分けられ る．

　 A 一
グ ル ープ ：グ ラ ニ ュ ラ イ ト＋ ノ ーラ イ ト（〜含

　　斜方輝石斑 れい 岩 ， 超塩基性岩）

　 B 一
グ ル ープ ：角閃岩相変成岩＋角閃石

一
黒雲母斑

　　れい 岩＋花崗岩類

　A 一
グ ル

ー
プ に も角閃岩相片麻岩 が 含 まれるが，

花 崗岩は含 まれ ない ．A 一
グ ル ープ は お もに 上記 の

  と  の 火山群中の 捕獲岩が 対応 して い る の で ， 

と  の 火 由群 の 分布域 は 当然 A 一グ ル ープ基盤岩類

の 分布域に含め られ る．

　瀬戸内系火山群（含斜方輝石安山岩類）の 分布域 は

領家花崗岩類 の 分布域 内にある．領家帯の 塩基陸岩

は ノ
ー

ラ イ ト，
ノ
ー

ラ イ ト質斑れ い 岩，角閃石斑れ

い 岩な どで ，こ れ ら は A 一グ ル ープの 岩質に対応す

Fig．7．　 Map 　showing 　 an 　inferred　distributiQn　of　twD　groups ，　A ・group 　 and 　 B ・group ，　 Qf　the　basement

rocks 　beneath　the　Sangun −Chugoku 　belt　in　West　Japan，

The　distribution　of　the　Sangun　crystalline 　schists 　is　shown 　by　horizonta！ruling ，　that　of　the　Yakuno 　gab ．

broic　rocks 　by　vertical 　ruhng ，　that　of ヒhe　Ryoke　gabbroic 　rocks 　by　solid 　circles ，　and 　that　of　the　Cenozoic

volcanic 　rocks 　by　solid 　triangles．1−10 ；same 　numbers 　 as　those 　in　Fig．1 、11二HatQ・jima，12 ；Yufu・dake，
ユ3 ：Tsurumi．dakξ，14 ：Amagiri−yama ，15　：　Washino ．yama ，ユ6 ：Amadaki ．yama 、17 ：Ikoma．yama ，　 MZ ：

Maizuru，　 TT ：Tottori，　 ME ：Matsue，　 MS ：Masuda，　 YA ：Yamaguchi ，　 HI ：Hiroshima，　 OK ：Okayama ，　 OS ：

Osaka，　 TO ：Tokushima 、　 TA ：Takamatsu ，　 MA ：Matsuyama ，　 OT ：Oita，　 YU ：Yukuhashi，　 M ．　 T ，　 L．：Median

tectonic 互ine，　 N ：Nagato　 tectQnic　 zone ，　 F− F ：adeduced 　 fault　 bounding　 the　two 　 grQups 　 of 　the　 basement

rocks 　in　West　Chugoku ．
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る，こ の 塩基性岩を領家帯の 基盤岩類の一部とみ な

す考え（濡木 ，
1979）に従えば，領家花 崗岩類 の 分布

域は A 一グ ル ープの 分布域 と考えて よ い （Fig．7 ）．

  の 火山群 に属す る鶴見岳 と由布岳 の 捕獲岩は   の

他の 火 山の もの と異 な り，
A 一

グ ル
ー

プに属する ．

A 一
グル ープの 基盤岩類は 申央構造線 の 南側へ も拡

張される可能性が考え られ る が，今は まだ議論で き

る資料が乏 しい ．

　 B 一グ ル ープ は お もに 上記の   の火山群か ら見 い

だ された捕獲岩 の グル
ー

プであ り，直接の資料は著

し く少な い ．B 一グ ループ の 特 徴 は 斑 れ い 岩 に斜 方

輝石が含まれな い こ と，カ リ ウ ム 長石を含む花崗岩

質岩 が しば しば 見 い だ され る こ とで あ る．変成度が

角閃岩相以上 に達する変成岩 は珍 し い ．KOJ［MA 　 et

α1．（1967）は金峰山 の 泥質片麻 岩捕獲岩 の 起源 を飛

騨帯に求め た．西村 （1979）は河守（舞鶴）変成岩，麦

谷変成岩礫，三郡帯 の
“
角 閃岩 〜変斑 れ い 岩

”
な ど

が中
〜低圧型変成岩で ある こ と ， 放射年代が 30e〜

380Ma に集中（SHIBATA　et　at ．，1977；柴田 ほ か，1979＞

する こ とをお もな根拠 にして ，
こ れ らが飛騨中期変

成作用 （諏訪ほ か，ユ976）の 産物で あろ、うと考え，金
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

峰山の 片麻岩捕獲i岩は こ の グ ル ープに含め られ る と

主張 した ．筆者もその 可 能性は 大 きい と考えて い る．

　300〜380　Ma 変成岩は し ば し ば超塩基性岩に伴わ

れ て，三郡結 晶片岩 や 夜久野複合岩類 の 分布域内 か

ら産出す る （山本 ほ か ，
1979；柴 田ほ か

，
1979）．従

来公 表された夜久野斑 れ い 岩の 放射年代は 250± 30

Ma （SHIBATA　8云畆 ，1977 ；柴 田 ほか，1979）な の で ，

300　− 380　Ma 岩類で ある
“

角閃岩〜変斑れ い 岩
”

に

比べ て 少 し若 い が，岩質 は 互 い に酷似 して 区別 しに

くい 場合があ る．また
， 長崎県野母 変斑 れい 岩の放

射年代は 400Ma を越え る が ，岩質は夜 久 野 斑 れ い

岩 によ く類似 して い る（猪木ほか ，
1979）．福 岡県篠

栗の
“
角閃岩

”

（山本 ・手島，1975）も同様な例で あ

る．舞鶴地帯の 圧 砕花崗岩礫の ジ ル コ ン の フ ィ ッ

シ ョ ン
・

トラ ッ ク年代 と して ，420Ma が 得られ た

例（西村ほ か ，1976）もある．こ れ らの資料か ら，現

在夜久野複合岩類 として
・一

括 され て い るグル ー
プに

は ， 300〜3SOMaあるい は さらに古 い 岩石が隠され

て い る と考えられ る．夜久野斑 れ い 岩 は
…

般 に斜 方

輝石 を含 まず ，
三 郡

一中 国 帯の岩石 中 に 固 体迸入 し，

夜久野花 崗岩 と しば しば一緒に 産 出 して い る．夜久

野複合 岩類 の こ の よ うな 特徴 は， B 一
グ ル

ー
プ基 盤

岩類 の 特徴 に対比 で きる．また ，大山一青野火山群

中の 斑 れい 岩質捕獲岩の 多 くは，石英 と多量 の 黒雲

母 を含み ，

一
般 の トーナ ル岩質岩が多 い が ， ときに

角閃石 を主 と する岩石 も産 出する （例えば，No．24，
Table　1）の で

， 岩質の うえ で は
， 夜久野斑れ い 岩は

B 一
グ ル

ー
プの 岩石 と して 異質で は な い ．もし，島

根 県江津市の 三 郡変成岩に 伴 う変塩 基性複合岩体

（岡村 ・岡屋，ユ975；千貫，1985）を夜久野複合岩類

に含め れ ば，大 山
一青野火山群 の 噴出域 は夜久野複

合岩類の分布域を横断す る こ とになる．上述 の 理 由

か ら，筆者 は 夜久 野 複合岩類 も B 一グ ル
ープ 基盤岩

類に属する，と考える，結 局，三郡変成 岩帯や 夜久

野複合岩類の分布域 の 下位 に は B 一
グル

ー
プ基盤岩

類が存在 して い ると考えて よい で あろ う（Fig．7 ）．

　B 一
グ ル ープ基盤岩類 の 分布に つ い て ，さらに次

の 2 つ の 問題 を検討 して お く．

　第 1 は，丹波帯地域を B 一グ ル ープ分布域に含め

て よ い か ，
と い う疑 問で ある． B 一

グ ル ープ基 盤岩

類が丹波帯の 下位に存在する こ とを直接裏づ け る資

料 は な い ．しか し，人工爆破 地震か ら得 られた倉吉
一花房間の 地殻構造 （SASAKi　et　al ．，1970）は，地震 波

速度 の 異 な る 地 下 の各岩層が，舞鶴帯をは さ む両側

で 平担に連続す ると予想 されて い るの で ， 舞鶴帯 を

含み そ の 西側 に 広 が る と予想され る B 一グ ループ基

盤岩類 の 分布域 を ， さ らに菓へ 拡大 した．

　第 2 の 問題は山口 県の 西半部 の ，長門構造帯以西

の 地域 を B 一
グ ル

ー
プ基盤 岩類 の 分布域 に 加えた理

由で ある．山口県下 で は 北東一南西方向の 断層 が顕

著に発達 し，三 郡結晶片岩の 分布は そ の 断層の 1 つ

F −F （Fig．7）で 断たれ て い る．こ の F −F は 上記 の

  カ ル ク ・ア ル カ リ 玄武岩火 山群 と  大山一青野火

山群 の 分布域 の 聞 を通過 して い る．中国地方 の 主部

を 占め る B 一グ ループ 基盤岩類 の 分布域 は F − F で 断

たれ ，
F − F の 西側は A 一

グ ル
ー

プ基盤岩類 の 分布が

予想 さ れ る （Fig．7 ）．　 F − F は 基盤 地質体 の 構造 の

影響が及ん だ重要な断層で あろ うと解釈さ れ る，

　 こ こ で 注 目したい の は
， 長門構造帯か ら産す る古

期岩類は B 一グ ル ープ基盤岩類の特徴を示す こ とで

ある．すなわち，長門構造帯北部 の 三隅地域 か らは

圧砕変斑れ い 岩 ， 花崗閃緑岩，角閃岩などが，中央

部の台 ・西 市地域 か らは角閃岩 相 の 正片 麻岩 （424

Ma＞，トロ ニ エ ム 岩，斑 れ い 岩，角閃岩 などが ，さ

らに南部 の 豊 ヶ 岳地域か らは 斑れ い 岩 ，
三 郡結 晶片

岩に 対比 さ れ る 変成岩 な どが 見 い だ され て い る （村

上 ・
西村，1979）．し か し，長 門構造帯の西側で は
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三 郡結 晶片 岩や夜久野複合岩類の分布が見 られ な

い ．また，山口県西北部 の 鳩島 の ア ル カ リ玄武岩か

らは含 ざくろ 石 グ ラ ニ
昇 ラ イ トが 発 見 （小屋 口 ・藤

井 ，
1981）されて い るが，こ の岩石 は A 一

グ ル ー
プの

グ ラ ニ ュ ラ イ トと特徴が異な る．

　九州北部で は，行橋市をとお る ほ ぼ南北 の 線 の 東

側か ら三 郡結 晶片岩 は見 られな い （Fig．7）．こ の 線

は地図上 で は 長門構造帯に続 くように見えるが，続

く証拠 はない ．九州北部で は再び 三 郡変成岩類 ， 夜

久野複 合岩類 ， 300〜380Ma 変成岩類が混 じりあ っ

て 分布する の で ，こ こ は B 一
グ ル

ー
プ基盤岩類の分

布域 と考えられ る．い ま仮 りに
， 長門構造帯が行橋

市へ 延長 され る とす れ ば，九州北部の B 一
グ ル ープ

基盤岩類の分布域は そ の まま北方の 山 口県西部へ 拡

張され る，そ して，山 ロ 県下 に お ける A 一グ ル
ープ

基盤岩類の 分布域 は著 しくせ ばめ られる．こ の A 一

グル
ー

プ基盤岩類 と四 国北部か ら九州へ 延び る A 一

グル
ープ 基盤岩類は 連続する か，しない か，とい う

新 しい 疑聞が 生ずる が ，こ れ は 今後 の 問題 とした い ．

かつ て ，石原ほ か （1979）は 西 日本に お ける磁鉄鉱系

とチ タン 鉄鉱系花崗岩類 の 分布 を論 じた際に，北九

州 に お け る小倉一田 川 断層帯が 重 要 な構造線 で あ る

こ とを強調した．長門構造帯が小倉一田 川断層帯へ

続 く可能性 も残 っ て い る．

KURAYOSHt 50 loekm 　E

西 日本 の 地殻搆造

　前項で は西 日本の基盤地質体が A −
，B 一

グ ル
ー

プ

に 分 けられ る こ とに 関連 して ，両 グ ル ープ の 横 の 広

が りを検 討 した．こ の 項で は現在の たて の 重 な りに

注 目して み よう．

　SASAKI　 et ・al ．（1970）は倉吉一花房間の 地殻構造 と し

て
，

2 つ の モ デ ル を提案 した．モ デ ル 1 の モ ホ 面 は

地下約 37− 38km の 位置に あ り，
マ ン トル は Vp ＝

7．9（− 8）km／s で，地殻最下部層 はVp ヨ 6．7   ／s で

ある （Fig ．8）．モ デ ル 2 の モ ホ面 は地下約 50   ，

マ ン トル はVp＝8．3km／s，地殻最下 部層 は Vp ・＝ 7．6

  ／s が予想 され て い る．SASAKI　et 　 al．（1970）は どち

らの モ デ ル が妥当で あるか を論じて い ない ．しか し，

西 日本 の 地殻の 厚 さを約 50   と し，Vp − 7，6km／s

層が倉吉付近 で 25   の 厚 さに及 ぶ モ デ ル 2 はい か

に も常識 的で ない の で ，こ の 報文 で は モ デ ル 1 を利

用 して 西 日本の 地殻構造を推定す る．

　モ デ ル 1 の Vp ＝5．5   ／s 層 とVpニ6．lkm／s 層 の

境 は，と くに 花房付近で 明瞭に 認 め ら れ る．5．5

10 −

20 −

30 −

40 −

50一

km

−
　　　　　　　　　　　　　　6．7kfs

79　k／s

Fig．8．　 Crustal　structure （Model　 1）in　the　western

part　of　Japan　inferred　from　the　explosion 　seismology

in　the　Kurayoshi・−Hanabusa　 area ，　 after 　SAsAKI　et　at，

〔1970）．

k皿 ／s 層の厚さ は東西 ほ ぼ 一定で，地下 3− 4   まで

続 く．こ の 層 は 地表に 露 出 し て い る さ ま ざまの 岩石

か らな る．6．1km／s 層 は 倉 吉付近 で は地 下 約 11　km

まで続 き，西方へ 薄 く，東方（花房方向）へ 厚 くな っ

て い る （Fig．8＞．地 下 11km付 近 の 荷重圧 を 3〜4

kb くら い と予想すれば，6，1km ／s 層 の 岩 石 は 花 崗

岩質岩 （東京天文台，1988）や珪長質変成岩が 該当す

る で あろ う．した が っ て ，倉吉付近あ るい は中国地

方東部 の 6．1　km／s　eeは，山陰帯花崗岩 あ るい は山

陽帯 花 崗岩 が主 体 をな して い る の で あろ う．6．l

km／s 層 の 下 部に は B 一グ ル
ープ 基盤岩 に含まれ る 珪

長質
〜

泥質片麻岩，花崗岩質岩，斑 れ い 岩の一部が

含ま れ る と考 え られ る．

　倉吉付近に お ける 6．1km／s 層 の 厚さ は
，

モ デ ル

1 と 2 を比 べ て も差 が な い ．モ デ ル 1 で は 下 位の

Vp− 6．7km／s 層が モ ホ面 まで続 い て い るが，モ デ

ル 2 で は，Vp ＝6，4km ／s 層が地 下約 25　km ま で ，そ

の 下位に Vp・＝7．6   ／s 層 が モ ホ面 まで続 い て い る．

SASAKI　et　al．（1970）が 2 つ の モ デ ル を提案 した の は，

下部地殻 の 地震波速度分布が複雑なためで あ っ た．

そ れ ゆ え，モ デ ル 1 に お け る 6．7   ／s 層 は
， 実 際

には Vp＝6．5〜7，5km／s の 岩石が混 じ りあい ，6．7

km／s 層の 上部 に Vp ＜ 6．7km／s の 岩石 が多 く，下 部

に Vp ≧ 6．7km／s の岩石が多 い と推測 され る．6．1

km／s 層 と6．4〜6，7km／s 層 の 境界 は明瞭 とされ て い

る （SASAKI　et　al．，1970）．

　モ デ ル 1 の モ ホ面 （地下約 38km）にお ける荷重圧

は 11〜12kb が 見積 も ら れ る．10hb 前後 の 封圧 下

で Vp＝6．5〜7．5km／s の 岩石 は，花崗閃緑岩，閃緑

岩，斑 れい 岩，グ ラ ニ ュ ラ イ ト，
一

部蛇紋岩化 した

か ん らん 岩 （東京天文台，19．・88）などがあげられ る．

MURAKAMI （1975）は 山 口 県下 の 火山岩中の 捕獲岩類

の 比重 （D ）を測定 し，斑れ い 岩類 や グ ラ ニ ュ ラ イ ト
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一

（筆者の A 一
グ ル

ー
プ）、は D ＝ 2．85− 2．90，金 峰 山 の

変成岩 （筆者 の B 一
グ ル

ー
プ）は D ＝2．76− 2．82を得

て い る．他方，京都府綾部 の 角閃石斑れい 岩は密度

（ρ）＝3．11　9fc   t
　 Vp ＝7．15   ／s （10kb 下〉と い う

測定例が ある（東京天文台，1988）．こ の 例か ら推定

する と
， 山口 県下 の捕獲岩類の 地震波速度は Vp＝

6．5〜7   ／s くらい の岩石 が多い の で あ ろ う．こ う

して ， 地震波速度 か らみれば ，
A −一

，
　 B 　

一一
両 グル

ー
プ

の 基盤 岩類の 大部分が 6，7   ／s 層の メ ン バ ーに な

りうる．

　SA．SAKI　et　al ，（1970）の モ デ ル 1が東中国地方だけ

で な く，西 日本全体に広げて も利用で きる とすれば，

6，7km／s 層 の 上部 は，　 B 一
グ ル

ー
プ基盤岩類 の 場合

は塩基性岩起源 の 片麻岩 ，花崗閃緑岩〜
閃緑岩質岩 ，

斑れ い 岩な どで 占め られ，A 一
グル ープ の場合 はグ

ラ ニ ュ ラ イ ト， 斑 れ い 岩な どで 占め られ る こ と に な

る．6．7　km／s　eeの 下 部は両グ ル ープとも塩基性岩，

超塩基性岩か らな り，両者 の 問 に 差が ない で あ ろ う，

同様に
，
6．1   ／s 層 も両者の 間 に大 きな違い は な く，

そ の 大部分が バ ソ リ ス 規模 の 花崗岩類 に よ っ て 占め

られ て い る の で あろ う．

　結局，筆者の 考 えに よれば，西 日本に おける 三郡

一申国帯 の 基盤 岩類の 大 部分 は，現在の Vp＝6，7

km／s 層 の 上部を占め て お り， 構成岩類を異 にする

2 つ の グル ープがほ ぼ 同じレベ ル で接 し，並列 して

い る こ とになる．こ の 構造 はおそ ら く中新 世以前に

完成 されて い た の であろ う．
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Explanatjon ofPlate

Plate I , Photomicrographs with  uncrossed  polars of  xenoliths  from Mitake-zan.

 cepting  for garnet, are  more  or less opaeitized, Bt : biotite, Cp  : clinopyroxene,  G

  A. Garnet-biotite gneiss  (No.1 in Table 1). 
'

 B. Biotite gneiss (No, 3 in Table 1)'.

 C. Hornblende-biotite-quartz gabbro  (No, 13 in Table 1).
 D. Clinopyroxene-hornblende-bietite gabbro  {No, 22 in Table 1).

Most of the rnafie  minerals,  ex-

: garnet, H  : ltornblende,


